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書

評

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
／
高
橋
裕
史
訳

『
東
イ
ン
ド
巡
察
記
』
東
洋
文
庫
七
三
四
（
平
凡
社
）

牧
　
野
　
玲
　
子

　
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
／
高
橋
裕
史
訳
『
東
イ
ン
ド
巡
察
記
』

成
と
内
容
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

の
構

・
序
言
　
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
齢
の
書
簡

・
　
章
～
四
十
章
　
テ
…
マ
別
報
告
書
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
＝
早
は
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
薄
絹
す
る
広
大
な
管

轄
地
に
関
す
る
自
然
地
理
学
的
説
明
と
、
こ
こ
に
コ
五
七
九
年

現
在
、
五
つ
の
コ
レ
ジ
オ
と
七
つ
の
主
要
な
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
」
の

ほ
か
、
多
数
の
関
係
施
設
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

　
第
二
章
は
「
当
管
区
の
人
種
、
王
国
、
習
慣
お
よ
び
、
言
語
の

多
様
性
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
、
現
地
の
宗
教
事
情
等
に
も
言
及

し
た
人
文
的
地
理
的
分
野
か
ら
の
現
地
報
告
文
と
言
え
る
。
こ
れ

に
続
く
第
三
章
～
第
四
十
章
に
は
、
F
・
ザ
ビ
エ
ル
が
一
五
四
二

年
五
月
六
日
に
イ
ン
ド
（
ゴ
ア
）
に
到
着
し
て
か
ら
三
十
七
年
を

経
た
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ン
ド
管
区
の
現
状
報
告
と
歴
史
的
分
析
、
の

ち
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
司
祭
リ
バ
デ
ネ
イ
ラ
（
表
げ
巴
9
魚
箪
・

α
o
・
ζ
鉾
8
順
。
）
（
注
…
1
）
が
『
極
め
て
遠
く
広
大
な
地
方
』
と

形
容
し
た
東
イ
ン
ド
の
各
地
で
、
「
イ
エ
ズ
ス
会
」
と
し
て
、
ま

た
イ
エ
ズ
ス
会
士
個
人
と
し
て
の
適
切
な
宣
教
活
動
の
遂
行
に
必

要
な
提
案
お
よ
び
諸
注
意
事
項
が
客
観
的
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
秀
で
た
観
察
力
と
分
析
力
を
駆
使
し
て

『
状
況
を
詳
細
に
考
慮
し
て
、
今
こ
こ
で
為
す
こ
と
が
で
き
る
し
、

為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
瞼
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
『
初
め
は
堅

い
パ
ン
よ
り
も
乳
を
与
え
る
』
漸
進
主
義
を
布
教
方
針
の
基
盤
と

し
て
い
た
。
こ
の
姿
勢
は
、
総
会
長
メ
ル
ク
リ
ア
ン
が
、
す
で
に

ロ
ー
マ
で
、
彼
に
示
し
た
も
の
（
統
轄
に
際
し
て
は
、
温
和
と
愛

情
を
も
っ
て
臨
む
べ
き
こ
と
）
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
注

一
2
）
。

　
第
四
章
以
降
は
、
特
に
各
地
域
の
特
殊
性
に
言
及
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
た
宣
教
活
勤
方
針
の
提
案
や
諸
注
意
事
項
等
に
費
や
さ
れ

て
い
る
。
毎
日
実
際
に
宣
教
活
動
に
従
事
し
て
い
る
イ
エ
ズ
ス
会
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士
へ
の
巡
察
師
の
温
か
な
心
く
ば
り
が
、
彼
ら
が
抱
え
て
い
る
具

体
的
諸
問
題
の
解
決
方
法
に
関
す
る
上
長
（
管
区
長
）
た
ち
へ
の

提
言
と
し
て
具
体
化
し
、
さ
ら
に
礼
節
を
重
ん
じ
る
東
洋
の
布
教

地
で
は
、
直
接
現
地
人
に
接
す
る
宣
教
師
個
人
の
品
性
や
教
養

が
、
布
教
活
動
に
大
き
な
影
饗
を
及
ぼ
す
こ
と
を
悟
っ
た
彼
は
、

各
地
域
の
文
化
に
対
す
る
態
度
や
宣
教
師
が
保
持
す
べ
き
礼
儀
作

法
等
に
つ
い
て
、
精
神
と
実
践
の
両
面
か
ら
詳
述
す
る
（
注
一

3
）
。

　
［
終
わ
り
の
辞
］
（
翻
訳
者
に
よ
る
加
筆
）
一
五
八
○
年
八
月
に

『
東
イ
ン
ド
巡
察
記
』
の
原
稿
を
完
成
さ
せ
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

は
、
「
序
言
」
と
同
様
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
最
高
権
限
保
持
者
で
あ

る
総
会
長
（
注
1
4
）
宛
の
書
簡
を
も
っ
て
巡
察
師
と
し
て
の
報

告
を
終
え
る
。

「
東
イ
ン
ド
の
諸
事
に
関
す
る
要
録
σ
総
会
長
エ
ヴ
ェ
ラ
ル

ド
・
メ
ル
キ
ュ
リ
ア
ン
視
下
の
た
め
に
、
　
巡
察
師
パ
ー
ド

レ
・
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
っ
て
、
作

成
さ
れ
た
（
一
五
八
○
年
）
」

　
「
東
洋
文
庫
」
叢
書
は
一
九
七
三
年
三
月
三
十
日
、
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
著
『
日
本
巡
察
記
』
松
田
毅
一
他
訳
（
初
版
）
を
出
版

し
た
。
本
書
は
松
田
毅
一
氏
に
よ
る
「
緒
言
」
と
「
解
題
一
　
ア

レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
ゥ
ロ
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
生
涯
」
、
「
H
　
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
第
一
次
日
本
巡
察
に
つ
い
て
」
、
近
松
洋
男
訳
『
日

本
諸
事
要
録
』
及
び
佐
久
間
正
訳
『
日
本
諸
事
要
録
補
遺
』
か
ら

な
る
。

　
同
叢
書
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
七
日
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
／
高

橋
裕
史
訳
『
東
イ
ン
ド
巡
察
記
』
を
こ
れ
に
加
え
た
。
前
翻
訳
書

の
出
版
か
ら
三
十
二
年
を
経
た
今
日
、
史
・
資
料
の
入
手
方
法
や

研
究
機
関
の
充
実
、
専
門
分
野
別
研
究
の
進
歩
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
の
変
化
を
考
慮
し
て
も
、
当
該
書
の
翻
訳
に
は
不
可
欠
な
諸

言
語
（
ラ
テ
ン
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
の
習
得
、
膨
大
な

関
係
資
料
の
読
み
込
み
、
歴
史
学
及
び
宗
教
学
、
と
り
わ
け
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
、
修
道
会
に
関
す
る
正
し
い
知
識
が
要
求
さ
れ
る
は

ず
の
訳
出
作
業
を
高
橋
裕
史
氏
が
単
独
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
に
敬

服
す
る
次
第
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
該
書
に
付
さ
れ
た
「
訳
者
は

し
が
き
」
、
各
章
の
注
釈
、
特
に
二
十
頁
に
お
よ
ぶ
「
解
説
」
に

は
、
訳
者
の
、
日
本
の
近
世
キ
リ
ス
ト
教
史
・
イ
エ
ズ
ス
会
の
諸
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活
動
の
研
究
者
と
し
て
の
自
負
心
が
吐
露
さ
れ
て
い
て
ほ
ほ
え
ま

し
い
。

　
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
文
書
の
翻
訳
に
は
一

文
書
に
複
数
の
翻
訳
者
が
携
わ
り
「
共
訳
」
の
形
を
と
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
既
に
掲
げ
た
A
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
著
書
『
日

本
イ
エ
ズ
ス
会
士
礼
法
指
針
』
『
B
本
巡
察
記
』
は
と
も
に
共
訳

書
で
あ
っ
た
。
『
十
六
・
十
七
世
紀
　
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
臨

は
、
松
田
毅
一
監
訳
、
家
入
、
田
所
、
住
田
、
清
瀬
、
日
埜
諸
氏

に
よ
る
翻
訳
、
こ
れ
に
協
力
E
・
ヨ
リ
ッ
セ
ン
（
ド
イ
ツ
）
を
加

え
て
の
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
勿
論
、
単
独
訳
出
の
例
と
し

て
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
／
柳
谷
武
夫
訳
『
日
本
史
』
全
五
巻

（
東
洋
文
庫
）
、
　
矢
沢
利
彦
編
訳
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
中
国
書
簡
集
』

全
六
巻
（
同
文
庫
）
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
関

係
文
書
の
翻
訳
に
は
、
正
確
に
そ
の
主
旨
が
伝
わ
る
こ
と
、
誤
解

を
生
じ
な
い
こ
と
、
実
際
に
用
い
る
為
に
平
易
で
あ
る
こ
と
等
が

要
求
さ
れ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
並
等
、
修
道
会
関
係
文
書
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
当
該
修
道
会
内
・

外
部
に
関
す
る
知
識
・
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
修
道
会

関
係
の
資
料
で
、
門
外
不
出
扱
い
の
場
合
、
当
然
そ
の
筋
の
協
力

者
と
共
に
作
業
す
る
必
要
性
が
生
じ
、
結
果
的
に
「
共
訳
」
に
な

る
。
高
橋
訳
『
要
録
』
も
以
前
は
こ
の
種
の
史
料
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
当
該
書
の
「
訳
者
は
し
が
き
」
3
に
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
通
り
、
『
東
イ
ン
ド
管
区
の
諸
事
と
、
そ
の
統
括
に
関
す
る
要

録
』
は
、
も
と
も
と
世
に
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な

か
っ
た
為
、
一
部
の
研
究
者
を
別
に
し
て
、
｝
般
の
歴
史
家
諸
氏

の
研
究
対
象
に
は
な
じ
ま
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

だ
け
に
、
こ
の
機
密
文
書
「
要
録
」
が
、
作
成
か
ら
数
百
年
を
経

た
二
十
～
世
紀
に
、
高
橋
氏
の
努
力
の
結
実
と
し
て
、
東
洋
文
庫

叢
書
に
加
え
ら
れ
、
公
開
の
時
を
迎
え
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の

評
価
を
受
け
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
お
も
う
と
き
、
時

代
の
経
過
と
状
況
の
変
化
を
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
種
の
書
物
の
内
容
を
出
来
る
だ
け
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

は
、
執
筆
者
や
歴
史
的
背
景
、
と
り
わ
け
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
教
会

や
修
道
会
の
制
度
に
つ
い
て
予
備
知
識
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
「
訳
者
は
し
が
き
」
7
は
、
執
筆
者
東
イ
ン
ド
巡

察
師
A
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
生
涯
等
に
つ
い
て
は
、
松
田
単
二

書
癖
『
日
本
巡
察
記
賑
に
付
さ
れ
て
い
る
解
題
－
及
び
∬
に
全
面

的
に
委
ね
て
い
る
の
で
、
翻
訳
書
『
東
イ
ン
ド
巡
察
記
』
出
版
の
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機
会
に
、
松
田
毅
一
他
訳
『
日
本
巡
察
記
』
の
緒
言
、
解
題
1
、

H
を
参
照
し
な
が
ら
二
つ
の
巡
察
記
を
読
み
比
べ
て
み
る
こ
と
は

有
益
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
六
二
年
か
ら
一
九
六
五
年
に
か
け
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
は
大
転
換
期
を
経
験
し
た
。
教
会
内
か
ら
の
「
刷
新
と
適

応
」
を
実
現
す
る
為
に
開
催
さ
れ
た
粗
暴
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議

で
あ
る
。
一
九
六
三
年
に
は
ヨ
ハ
ネ
ニ
十
三
世
（
一
八
八
一
～

一
九
六
三
）
が
回
勅
『
地
上
に
平
和
を
』
（
パ
ー
チ
ェ
ム
・
イ
ン
・

テ
リ
ス
）
を
発
布
し
て
全
世
界
に
向
か
っ
て
真
理
・
正
義
・
愛
・

自
由
に
も
と
つ
く
諸
国
民
の
平
和
に
つ
い
て
語
り
か
け
た
。
当
時

す
で
に
八
十
の
坂
を
越
え
て
い
た
教
皇
の
漸
新
さ
は
、
後
任
の
進

歩
的
教
皇
パ
ウ
ロ
二
世
に
引
き
継
が
れ
、
多
く
の
公
会
議
文
書
と

な
っ
た
。
今
回
、
改
め
て
A
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
関
係
の
邦
訳

史
・
資
料
に
触
れ
て
、
十
六
世
紀
に
活
躍
し
た
こ
の
イ
エ
ズ
ス
会

士
が
、
二
十
世
紀
の
公
会
議
の
根
本
方
針
「
刷
新
と
適
応
」
の
必

要
性
を
会
得
し
、
実
践
し
た
、
こ
の
道
の
「
開
拓
者
」
で
あ
っ
た

こ
と
に
思
い
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
あ
と
が
き

　
「
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
」
の
邦
訳
史
研
究
に
些
か
の
年
月
を
費
や

し
た
だ
け
の
筆
者
が
、
分
野
違
い
の
当
該
翻
訳
書
を
評
す
る
の

は
、
誠
に
お
門
違
い
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
小
論
は
拙
い
「
紹

介
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
実
際
、
翻
訳
者
高
橋
氏
と
筆
者

と
で
は
、
同
じ
史
・
資
料
を
扱
う
場
合
で
も
、
観
点
を
異
に
し
価

値
判
断
に
違
い
を
感
じ
る
。
訳
者
は
主
に
歴
史
学
の
諸
分
野
に

と
っ
て
の
価
値
を
見
い
だ
し
、
筆
者
は
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
教
会
、

修
道
会
の
特
殊
性
を
前
提
に
、
史
・
資
料
が
語
り
か
け
て
い
る
真

意
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
る
。
「
訳
者
は
し
が
き
」
6
に
お
け
る

『
東
方
見
聞
録
』
と
『
東
イ
ン
ド
巡
察
記
』
の
関
係
に
つ
い
て
の

記
述
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
も
し
、
こ
の
種
の
史

料
が
邦
訳
さ
れ
な
け
れ
ば
、
A
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
先
見
の
明

を
知
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
、
こ
こ
に
訳
者
高
橋
氏
の

ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
こ
こ
ろ
か
ら
の
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
今
後
、
一
層
実
り
豊
か
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
…
…
。

一31一



（
注
…
1
）
　
リ
バ
デ
ネ
イ
ラ
（
戸
一
ぴ
9
二
儒
0
3
⑦
即
【
9
●
ユ
O
o
7
幽
効
門
O
O
一
〇
）
三
年

　
不
詳
～
一
六
〇
六
年
サ
ラ
マ
ン
カ
で
死
去
、
ル
ソ
ン
総
督
使
節
の
資

格
で
平
戸
に
到
着
、
長
崎
で
の
転
地
療
養
中
の
一
五
九
七
無
二
月
五

　
日
に
、
二
十
六
名
の
殉
教
を
目
撃
し
、
同
国
三
月
二
十
一
日
、
追
放

　
さ
れ
た
三
石
の
同
志
と
共
に
マ
カ
オ
に
到
着
、
こ
こ
で
二
十
六
名
の

殉
教
の
証
人
と
し
て
教
会
法
上
の
列
聖
調
査
に
貢
献
し
、
翌
年
の
末

　
に
、
マ
ニ
ラ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
グ
レ
ゴ
リ
オ
管
区
長
の
命
で
、
列

　
聖
審
査
の
手
続
き
の
た
め
、
関
係
書
類
を
携
え
て
マ
ド
リ
ー
ド
と

　
ロ
ー
マ
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
日
本
宜
教
を
主
と
す
る
～
書
を

　
著
し
た
。
参
考
文
献
　
石
井
健
吾
訳
、
T
・
オ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
著

　
『
一
六
～
一
七
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
た
ち
』

　
一
九
八
○
、
松
田
毅
一
他
訳
嘲
日
本
巡
察
記
』
解
題
豆
－
二
四
二
頁

　
の
一
■
門
．
〉
ぎ
お
学
匿
ぎ
欝
の
引
用
文
参
照
。

ニ
ャ
ー
ノ
著
／
矢
沢
利
彦
・
筒
井
砂
共
訳
『
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
士
礼

法
捲
針
』
昭
和
四
五
年
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
発
行
、
参
照
。

（
注
…
4
）
　
「
イ
エ
ズ
ス
会
」
（
Q
り
0
9
0
δ
の
掬
ω
二
）
の
指
…
揮
権
は
、
（
各
管

　
区
長
と
、
各
管
区
か
ら
の
代
表
二
名
で
構
成
さ
れ
る
）
総
会
議
に
お

　
い
て
選
出
さ
れ
た
総
会
長
の
手
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
職
務
は
終

　
身
で
あ
る
。
各
管
区
の
管
区
長
、
主
要
な
童
謡
の
院
長
は
、
直
接
、

　
総
会
長
が
任
命
す
る
。
立
法
権
は
、
総
会
長
の
選
挙
や
、
特
別
の
理

　
由
の
為
に
の
み
召
集
さ
れ
る
総
会
議
に
あ
り
、
そ
の
他
の
会
議
に
は

　
決
定
権
が
な
く
、
顧
問
機
関
に
す
ぎ
な
い
。
法
的
、
外
面
的
な
絆
が

　
最
小
限
に
な
っ
て
い
る
代
わ
り
に
、
愛
と
従
順
に
よ
る
内
面
的
な
一

　
致
団
結
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
参

　
照
）

一32一

（
注
1
2
）
　
当
時
、
同
会
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
管
区
に
は
統
轄
方
法
に
関
す

　
る
分
裂
が
生
じ
て
い
た
。
～
方
は
温
和
な
態
度
で
臨
む
こ
と
を
、
他

　
方
は
峻
厳
に
対
処
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
対
立
し
て
い
た
。

（
注
1
3
）
　
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
5
　
A
・
ヴ
ァ
リ


